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「原子力技術に関する理解促進セミナー」を開催しました
エネ研は、福井県からの委託を受け、原⼦⼒関連業務への参⼊や技術⼒向上を⽬指す県内企業を

対象に、原⼦⼒施設の保守点検作業や廃⽌措置業務等に必要な知識や技術の習得を⽬的とする「原
⼦⼒関連業務従事者研修」を年間５０講座以上実施しています。１０⽉２６⽇、この研修の⼀環と
して、嶺南企業の経営者・管理者に、原⼦⼒分野の⼈材育成の必要性や社員の技術⼒向上が⾃社の
発展に重要との理解をより深めていただくため、「原⼦⼒技術に関する理解促進セミナー」を開催
し、１９名が受講しました。

セミナーでは、福井⼯業⼤学 岩永教授から「福井における原⼦⼒」に
ついて、福井県嶺南Ｅコースト計画室 三寺室⻑から「嶺南Ｅコースト計
画に基づく廃⽌措置⼯事&クリアランスの状況」について、敦賀商⼯会議
所 藤野事務局⻑から「嶺南地域の⽀援機関と連携した敦賀商⼯会議所の
企業⽀援活動」について講義がありました。

受講者のアンケートでは、「セミナーがよく理解できた」、「エネ研
で実施している研修に社員を是⾮参加させたい」との声が多く寄せられ
ました。

今後も「原⼦⼒関連業務従事者研修」については、随時、研修項⽬や
内容の⾒直しを⾏い、魅⼒ある研修としてまいりますので、皆様の積極
的な御参加をお待ちしています。 三寺室⻑による講義

岩永教授による講義

「原子力プラント安全コース」を開催しました
アジア各国の原⼦⼒⼈材育成への貢献を⽬的とした研修事業「原⼦⼒プラント安全コース」（⽂

部科学省事業）を１０⽉２５⽇から１１⽉２５⽇までの５週間にわたり開催しました。この研修は、
世界的な新型コロナウイルス感染症拡⼤のため、オンライン形式で実施しました。

研修には、インドネシア、カザフスタン、フィリピン、タイ及びベトナムの５か国から、原⼦⼒
関係省庁、原⼦⼒の研究所等の技術者・研究者８名が参加しました。

研修では、原⼦炉施設の安全技術（安全評価や保守
技術）等に関する講義のほか、多くの映像や写真を⽤
いて、⾼浜発電所、敦賀原⼦⼒防災センター等の福井
県内の原⼦⼒関連施設の⾒学や近畿⼤学の研究炉での
実習等を、また、研修の最後には、各国の原⼦⼒導⼊
計画に関する課題について討論を⾏いました。

研修⽣からは、「原⼦⼒施設の安全性に関する多くの側⾯をカバーするなど研修の構成は適切
だった」、「オンライン形式でのセミナーではあるが、この研修から多くのことを学んだ」といっ
た感想が寄せられました。

オンライン形式での研修の様⼦



岩瀬所長が福井工大で講義を行いました
１１⽉１５⽇、岩瀬所⻑が、福井⼯業⼤学⼯学部原⼦⼒技術応⽤⼯学科２年⽣を対象に「放射線と医療、

農業、⼯業への応⽤」と題して、オンライン形式で講義を⾏いました。放射線とは何かということから、
放射線物理の歴史、暮らしの中の放射線など、学⽣にも親しみやすい内容を交え、⾃⾝が取り組んでいる
研究までをわかりやすく解説しました。
講義後に実施されたアンケートからは、学⽣が講義に満⾜した

様⼦とともに、特に放射線の医療、農業への応⽤に対する⾼い
関⼼が伺えました。

（講義を終えて・・・岩瀬所⻑）
私にとって約３年半ぶりの講義で、しかもオンライン形式は

初めてだったので、少々緊張して臨みましたが、受講⽣の皆さ
んには熱⼼に聴講いただいたようです。講義アンケートによると、特に放射線の医療、農業への応⽤に興
味を持った学⽣が多いようでした。また、私⾃⾝が⻑年⾏ってきた⾼エネルギーイオンビームによる材料
改質の研究についても、何⼈かの学⽣が興味を⽰してくれたようで、⼤変嬉しく思いました。今回の講義
が、受講⽣の皆さんのこれからの進路、職業選択にとって少しでも参考になれば幸いです。

「つるが環境フェア２０２１」に出展しました
１１⽉２７⽇、敦賀市きらめきみなと館で開催された、⾃然や環境をテーマとしたイベント「つるが

環境フェア２０２１ 海に元気を取り戻そう︕知ろう敦賀の海洋ごみ︕」に、エネ研の補助事業により
開発された地元企業による環境配慮型商品等を紹介するブースを出展しました。

新型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌の観点から、残念ながらブースへ⼈員を配置することはできませ
んでしたが、あいにくの悪天候の中、会場を訪れた⽅々は、海洋ごみをテーマとした特別展⽰をはじめ
とする環境に関する様々な展⽰を通じて、環境に対するそれぞれの意識を⾼めていました。

海洋ごみをテーマとした特別展⽰ エネ研ブース
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エネ研トピックス
エネ研と東京⼯業⼤学が共同研究で宇宙線環境試験を⾏った半導体を使った紫外線カメラが宇宙航空

研究開発機構（JAXA）の⾰新的衛星技術実証２号機（可変形状実証衛星「ひばり」）に搭載され、１１
⽉９⽇に打ち上げられました。現在、⼈⼯衛星は、電気系、通信系のチェックを終え、衛星全体の機能
確認を⾏っています。

この紫外線カメラは、衛星軌道から北極・南極上空に現れるオーロラの紫外線発光を観測し、地球磁
気圏と荷電粒⼦との相互作⽤を調べる予定で、今後の研究成果が期待されます。

講義の資料
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